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旭化成株式会社

「副生CO2 を原料とする新規な非ホスゲン法ポリカーボネート製造プロセス」

ポリカーボネートは、透明性・耐衝撃性・耐熱性などに優れたエンジニアリング樹脂として、光ディスク、自動車、ＯＡ機器、シート等に広く用いられており、人々の生活にとって有用な樹脂である。ポリカーボネートの生産能力は世界で約270万トンであるが、これまでは全て一酸化炭素（CO）が原料であった。しかもその大部分は、COと塩素から製造される有毒なホスゲンを原料とする方法である。ホスゲン法は、(1)ホスゲンの毒性、 (2)溶媒として低沸点で暴露制限のある塩化メチレンを大量に用いる、(3)塩化メチレンを含む大量の廃水処理が必要、など環境面での多くの課題を有している。ホスゲン法の持つ環境面及びコスト面での課題を解決しようと、多くの試みがなされてきているが、ホスゲンに替わる安全なモノマーを製造する工程と、これを重合してポリカーボネートを製造する工程の両方にわたる技術上の厚い壁があり、これまで殆ど成功していなかった。

ポリカーボネートを、非ホスゲン法で製造する新規な技術を開発することにより、環境面で社会に貢献すべくGSC的発想に基づき約20年にわたる研究開発がなされ、この両工程に存在する技術上の壁がブレークスルーされ、新しい技術の確立がなされた。この技術は既存の方法（CO原料）とは異なり、CO２を原料とする世界で初めての非ホスゲン法ポリカーボネート製造技術である。

本技術は、エチレンオキシドと副生CO２、及びビスフェノールＡの３つを原料とし、高性能のポリカーボネートと高純度エチレングリコールの２つの製品を高収率で製造するものである。CO２ は化学反応を殆ど起こさないので、これをポリカーボネートの主骨格の中に取り入れることは困難とされてきたが、この技術では化学反応が巧みに利用され、用いたCO２ の全量を製品中に取り入れることに成功している。原料として用いるCO２はエチレンオキシド（PETボトルやポリエステル繊維用のエチレングリコールの原料）の製造時に副生し、これまでその殆どが大気中に放出されていたものである。

本技術は、ホスゲン法の持つ課題を解決し、その上、収率が高く省資源、省エネルギーを達成しており、CO２ の削減（ポリカーボネート１万トン当たり1730トン）にも寄与しているトータルでグリーンなプロセスであり、GSCの精神を具現しているものである。

本技術に基づく工業化プラントは、旭化成の合弁会社（旭美化成）で2002年6月から商業運転に成功しており、既存法に比べ建設費及び原材料費が安いので、非ホスゲン法ポリカーボネート製造法として、今後世界に広く展開されていくものと、期待される。　　　　
